
WEB解説9.2 撹乱項の系列相関
（コクラン=オーカット法）
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以下の変数でOLSを行い，残差を計算する
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系列相関の推定
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①2期目の残差を
 入力する。

②２期目の１期前は１期目なので，
  １期目の残差を入力する。

③すべてのデータで，
 その期と，１期前の
 残差のペアを作成
 するために，数式を
 コピーする。
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モデル

を推定する。

以下のデータで定数項なしのOLSを行う
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iii uu ερ += −1
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ρ̂
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各変数を変換する
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①計算しやすいように，この場所に
 ρの推定値を表示する。

②消費の変数を変換する。入力は「=B6-B5*$F$1」。
このあと数式をコピーするので$マーク必要。

③消費と同様に所得も変換する。入力は「=C6-C5*$F$1」。
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①同様に金融資産も変換する。入力は「=C6-C5*$F$1」。

②3つのセルの
 数式を合わせて
 コピーする。

③変換された
 変数。
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変換した変数でOLS
以下の変数でOLSを行う
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定数項αの推定値修正
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定数項を「=L17/(1-H1)」で調整する。

山本 拓・竹内明香 入門 計量経済学 第 版 新世社， 年 月 日『 2 』 2024 2 10 ©


	WEB解説9.2　撹乱項の系列相関�　　　　　 （コクラン=オーカット法）�
	以下の変数でOLSを行い，残差を計算する
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	系列相関の推定
	以下のデータで定数項なしのOLSを行う
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	各変数を変換する
	スライド番号 10
	変換した変数でOLS�以下の変数でOLSを行う
	スライド番号 12
	定数項αの推定値修正

